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（中間評価後中止） 
［様式６］ 

4-2 

サブテーマ名：ミクロ海洋生物の生理機能の探索と応用 

       難分解性生体高分子分解能を持つミクロ海洋生物の探索と応用 

  小テーマ名：ミクロ海洋生物の分子生物学的系統分類 

 

サブテーマリーダー  長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 教授 小林信之    

 研究従事者     長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 教授 小林信之    

 

研究の概要、新規性及び目標 

 ①研究の概要 

海洋微生物ライブラリーの構築とそれを用いた新規生理活性物質の探索において必須である海洋微生

物の同定を分子生物学的手法により行うと共に本研究他サブテーマの研究に関わる分子生物学的解析を

サポートする。 

 

 ②研究の独自性・新規性 

広大な海の環境には、陸上の微生物とは異なる未知の微生物が生息していると推測できるが、これら

の海洋微生物の研究は陸上生物に比べ極めて遅れているのが現状であり、かつその海洋面積の広さから

多種多様なものが存在していると推測される。本研究プロジェクトではこれらの未知海洋ミクロ生物の

同定に分子生物学的手法を導入することを主体としており、系統的な解析はこれまでに国内外に関わら

ず例のない独自の物である。 

 

 ③研究の目標（各フェーズ毎に数値目標等をあげ、具体的に。） 

フェーズⅠ：16SrRNA 遺伝子の塩基配列の決定により新規微生物の分子生物学的同定法の確立を行う。

フェーズⅡ：他のサブテーマの研究サポートとしては植物プランクトンの同定には 26SrRNA 遺伝子配

列の決定法を依頼に応じて行う（サブテーマ２－１）。またワムシ遺伝子の EST クローニ

ング（サブテーマ６－４と共同して行う）はワムシ由来 cDNA ライブラリー作製後に展開

し本プロジェクト終了時までに 1000 クローンの遺伝子解析を行う。さらに海洋微生物ラ

イブラリーのランダム遺伝子情報のデーターベース化を行う。 

フェーズⅢ：データーベースを基にした情報サービスの企業化を検討。 

 

 

研究の進め方及び進捗状況（目標と対比して） 

  現在までにすでに 16SrRNA 遺伝子解析技術を確立し、現在海洋微生物ライブラリー約１００株の配列

を決定している。また各サブテーマで生理活性が同定された微生物の遺伝子解析の依頼を受けてすでに

１４株の同定を終了している。この技術は生理活性を見い出した微生物の特許化に必須のものである。

またサブテーマ 4-7 と共同して遺伝子解析における同定法と生理活性による同定法（バイオログ；中島

研究員）の対比を開始した。基本的には本研究のサブテーマ４内での連携は極めて順調に推移しており

計画どおりに順調に進んでいるが、植物プランクトンの同定は現段階で解析依頼がまだないため待機中

である。ワムシ遺伝子解析に関しても同様である。 

 

主な成果 

  具体的な成果内容： 

① 

② 

③ 

現在まで約１００株の海洋微生物遺伝子解析を行い、予想どおり既存の陸上微生物の遺伝子解析デ

  ータ（データーバンク）に一致しない新規微生物と考えられる物が数多く見出されてきている。得

られた遺伝子情報のデーターベース化が進行中である。 

遺伝子レベルでの菌の同定が、生理活性が新たに見出された微生物の特許化に有用であることが 

明かとなった。３件の特許申請検討中。 

バイオログ（微生物増殖特性をもちいた同定システム）と１６SrDNA 遺伝子データーベースを用い

た同定法の比較の結果、両方の一致率は１０％以下であることがあきらかとなった。このことから

新規遺伝子データーベース構築の重要性が再確認された。 

  特許件数：０          論文数：０          口頭発表件数：０ 
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研究成果に関する評価 

１ 国内外における水準との対比 

遺伝子データーベースを用いた同定法は世界的にその信頼性が確認されているが、これまでに蓄積さ

れているデーターベース（市販）は僅か１０００株程度のデーターベースであり、そのデーターベース

が極めて限られた種の微生物のものであることは明白である。しかもその微生物のほとんどが地上微生

物であり、海洋微生物のものはほとんど含まれていないことが明らかとなった。本プロジェクトの海洋

微生物のデーターベースがある一定の大きさを持てば、現在の遺伝子データーベースはその使用料金は

極めて高額であり（５００万円／登録・使用量）、海洋微生物データーベースの構築が極めて高い付加

価値をもたらすことは明らかである。 

 

 

残された課題と対応方針について 

 中間評価後中止。 

 

ＪＳＴ負担分（千円） 地域負担分（千円）  

H 

13 

H 

14 

H 

15 

H 
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計

H

13

H
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H
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H

16

H 

17 

H 

18 

小

計 

合 計

人件費 0 0 0 － － － 0 0 0 0 － － － 0 0

設備費 0 0 0 － － － 0 0 0 0 － － － 0 0

その他研究費

（消耗品費、材

料費等） 

2,575 6,577 3,420 － － － 12,572 0 0 0 － － － 0 12,572

旅費 0 0 0 － － － 0 0 0 0 － － － 0 0

その他 0 0 0 － － － 0 0 0 0 － － － 0 0

小  計 2,575 6,577 3,420 － － － 12,572 0 0 0 － － － 0 12,572

代表的な設備名と仕様〔既存（事業開始前）の設備含む〕 

  JST負担による設備： 

  地域負担による設備： 

※複数の研究課題に共通した経費については按分する 




